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千葉県の気候変動対策の現状

公益財団法人自然エネルギー財団
尾身悠一郎（上級研究員）

※本発表は個人の見解による。

千葉県民集まれ会議 Vol.2 
〜2050年カーボンニュートラルまでの道のりを一緒に描こう〜
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2025年に1.5℃を上回ったのは151日
■19世紀（ 1850－1900年）よりも高い平均気温が観測された日数

出典：コペルニクス気候変動サービス/欧州中期気象予報センター
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1・5℃目標に残された炭素予算はわずか
■1.5℃～2℃目標に残された炭素予算（ギガトン）

出典：Global Carbon Project, 2023 Slide,  Forster, P. M., et al, “Global Climate Change 2024: annual update of key indicators of the state of the climate system and human influence,” 
Earth Syst. Sci. Data, 17, 2641–2680, 2025. 環境金融研究機構の2025年6月20日の記事も参照。

大気中に排出されるCO2の濃度と世界全
体の平均気温には相関関係がある。 つま
り1.5℃の気温上昇に到達しないために排
出可能なCO２の量には上限がある。
（＝炭素予算：Carbon Budget）

現在の400億トン（40ギガトン）を超える
CO2排出が続いた場合、あと6年で
1.5℃、15年で2℃を超える。

（ 2℃目標の目安は1.7～1.8℃を超え
ないこと）

炭素予算は排出量の推計方法がさらに精
緻化されたことで、実際には2028年で
1.5℃（残り3年）を超えるという研究者

グループも現れている。
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日本の削減目標は1.5度目標に不整合
■日本のCO排出経路と1.5℃目標とのギャッ

プ

出典：Climate Integrate

■日本のGHG削減目標
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千葉県にも独自の温暖化対策計画がある

出典：千葉県地球温暖化対策実行計画

■千葉県温暖化対策実行計画の位置づけ
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千葉県の目標は国よりも更に低い

出典：千葉県地球温暖化対策実行計画

■千葉県温暖化対策実行計画の目標
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「千葉の未来へのアクションプラン」

・千葉県は「産業県」として沿岸部の
産業部門からの排出量が多いが、
一方で住宅部門や業務部門の排出も
多く、自分たちの住んでいる家、働い
ているオフィス、通っている学校の対
策も重要

・太陽光発電や風力発電を導入でき
るだけのポテンシャルは全国でも有数
だが、データセンターの建設によって
電力需要も急増している

→「県の対策の現状は？県の脱炭素
化は本当に実現できる？県・事業者・
県民は何をすればいいの？」という疑
問にお答えするために冊子を作成
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2040年にGHG排出8割減はできる

出典：産業技術総合研究所の歌川学氏による試算結果（右）：環境省「千葉県排出カルテ」と千葉県の排出量に関する実績データをもとに作成（左）。

＊運輸部門は千葉県が独自に年間CO2排出量を推計しており環境省の排出カルテの数値と異なっているため、県の最新実績値である2020年の数値を記載している。

■千葉県の2040年までに実現可
能なGHG排出量の削減率

■2022年度までの削減率と
2030年削減目標
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産業部門は2030年3割減へ

出典：千葉県地球温暖化対策実行計画、環境省「自治体排出量カルテ 千葉県」を参照して作成

■千葉県の産業部門のCO2排出量の推移（2013年から2022年）と2030年目標
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産業だけでなく住宅・オフィスの対策も重要

出典：千葉県「千葉県の温室効果ガス排出量について（2020年度）」

■千葉県と全国の二酸化炭素排出量の部門別構成比
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家庭やオフィスの排出量も首都圏では上位

出典：千葉県「千葉県の温室効果ガス排出量について（2020年度）」

■一都七県の産業・家庭・業務部門の年間排出量（2022年度）
（単位：1,000t-CO2）

都道府県 産業部門 家庭部門 業務その他部門

千葉県
36,381

（1位/一都七県中）
7,787

（4位/一都七県中）
8,644

（3位/一都七県中）

東京都 4,893 17,526 29,923

埼玉県 7,287 8,752 7,979

神奈川県 22,946 11,315 11,954
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家庭・業務部門の対策を急ぐ必要がある

出典：千葉県地球温暖化対策実行計画や環境省「自治体排出量カルテ 千葉県」から引用

■家庭部門と業務部門のCO2排出量の推移（2013年～2022年）と2030年目標
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電力消費量ゼロの建物はもっと普及できる

出典：環境省、ZEB・PRTAL、一般社団法人 環境共創イニシアチブ「ZEHビルダー/プランナー都道府県ごとのZEHシリーズ・ZEH基準受託数
実績データ」2023年度版より引用

■ZEH・ZEBにおけるエネルギー収支ゼロのイメージ

県のZEH化
率の目標
（2030年）

100％

県のZEH
普及率

（2023年度）
20.7％

■千葉県の新築戸建着工
件数におけるZEH化率
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太陽光導入量は全国2位

出典：経済産業省 FIT制度 公表用データより作成

■都道府県別の再生可能エネルギーの導入量（2024年度末）
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まずは2030年までに再エネ2倍が必要

出典：千葉県、地球温暖化対策実行計画 ＊合計は47都道府県の合計値（右）、再エネ特措法情報公表用ウェブサイトの都道府県別認定表にもとづき千葉県が作成（左）。

■千葉県の太陽光導入量（2017～2024年） ■都道府県別の電力需要
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「ひろめていく」皆さんの力が必要

「おわりに」（p30）より

目標が野心的なのか、そして目標に
向けた取り組みが順調なのかといっ
たことを話し合う機会は、残念ながら
多くはないでしょう。結果、気候変動に
危機感を覚えつつも「何をしたらいい
か分からない」と、解決策に踏み出す
ことができない……というこの現状こ
そが、大きな問題だと思っています。

本冊子によって「ここが課題なのか」
「こんな解決策が実現すればいいの
か」と筋道を知ることで「なにをすれば
いいんだろう？」という漠然とした不安
が解消されたなら、一緒に次のステッ
プに進んでいきましょう。
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